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NetWare Time Managementによるネットワーク時
刻の同期化 

NetWare®ネットワーク全体で時刻の同期を取ると、タイムスタンプの一
貫性を保持できます。

NetWareでは、ファイルの正しい日付とタイムスタンプの保持、監査と
ログ収集、およびユーザのログイン時間制限の管理を行うために、共通
のシステム時刻を維持する必要があります。サーバおよびワークステー
ションのネットワークシステム全体で、共通の時刻を維持することも重
要です。 

NetWareサーバのユーティリティ TIMESYNC.NLMを使用すると、すべ
ての NetWareサーバで同じ時刻が報告され、イベントの順序が正しく管
理されるようになります。複数のサーバが稼動する環境では、ネット
ワーク上のすべての NetWareサーバで共通の時刻を維持する機能を、時
刻同期と呼びます。

ネットワーク全体で共通の時刻を維持することは、eDirectory、メッセー
ジングサービス、ファイルシステム、およびその他の同様のサービスの
運用に役立ちます。

このマニュアルでは、次のトピックについて説明します。

9 ページの第 1 章「Timesync.NLMの動作」

19 ページの第 2 章「サーバでの Timesyncの環境設定」

31 ページの「Timesyncの問題のトラブルシューティング」

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、不等号 (>)を使用して、操作手順の動作、および
クロスリファレンスパス内の項目を区切ります。

また、「®」、「TM」などの商標記号は、Novellの商標を示します。アスタ
リスク (*)はサードパーティの商標を示します。
NetWare Time Managementによるネットワーク時刻の同期化 7
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1 Timesync.NLMの動作

時刻同期は、ネットワーク上の他のすべてのサーバおよびクライアント
ワークステーションに時刻を提供する 1台のサーバまたは 1つのサーバ
グループを指定することで、実施されます。

次のセクションは、Timesyncを理解するうえで役に立ちます。

9 ページの「Timesyncの用語」

13 ページの「Timesyncサーバのタイプの指定」

Timesyncの用語
このマニュアルでは、次の用語を使用します。

タイムプロバイダ

時刻の同期を取ることができるように、他の NetWare®サーバに時刻
を提供する NetWareサーバです。

タイムコンシューマ 

時刻の同期を取るために、他の NetWareサーバから時刻を検索する
NetWareサーバです。このサーバは、ネットワーク上の他のサーバ
およびクライアントワークステーションに対するタイムプロバイダ
としても機能することもできます。

NTPタイムプロバイダ

NTP (Network Time Protocol)プロトコルを認識し、ネットワーク上の
他のサーバまたはワークステーションに NTP時刻を提供するサーバ
です。

NTPタイムコンシューマ

NTPプロトコルを認識し、他の NTPタイムプロバイダから NTP時
刻を検索して時刻の同期を取るサーバです。
Timesync.NLMの動作 9



タイムプロバイダグループ

耐障害性と最適なネットワーク利用を保証するように環境設定され
ているサーバ群です。

タイムプロバイダグループは、ネットワークトラフィックを最小限
に抑える場合に役立ちます。

タイムプロバイダグループでは、少なくとも 1台のサーバをグルー
プ内のタイムプロバイダとして指定する必要があります。グループ
のその他のサーバについては、各地に分散させると、ルータ間およ
びWAN間のトラフィックが最小限に抑えられ、トラフィックの最
小化に役立ちます。さらに、このタイムプロバイダグループから、
他のサーバまたはワークステーションが時刻を取得します。

Timesyncネットワークは、次のいずれかのタイムプロバイダグルー
プで環境設定できます。

19 ページの「単数強制型シナリオでのタイムプロバイダグルー
プの環境設定」

21 ページの「複数参照型シナリオでのタイムプロバイダグルー
プの環境設定」
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次の図は、第 1レベルにリファレンスタイムサーバを配置したタイ
ムプロバイダグループを示しています。リファレンスタイムサーバ
はプライマリタイムサーバに時刻を提供します。1つ下のレベルの
タイムプロバイダグループは、プライマリタイムサーバで構成され
ており、このプライマリタイムサーバはセカンダリタイムサーバに
時刻を提供します。これらのサーバは、それぞれワークステーショ
ンに時刻を提供できます。
Timesync.NLMの動作 11



次の図は、外部タイムサーバを使用して遠隔地にある 2台のリファ
レンスタイムサーバに時刻を提供している、ネットワークを示して
います。
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Timesyncサーバのタイプの指定
Timesyncを使用するには、NetWareサーバを環境設定する必要がありま
す。Timesyncの環境設定では、一部のサーバをタイムプロバイダに、他
のサーバをタイムプロバイダに従うタイムコンシューマにできます。タ
イムコンシューマは、ワークステーションおよびネットワーク上の他の
サーバに時刻を提供できます。

Timesyncの環境設定時に使用する必要のある Timesyncサーバのタイプ
は次のとおりです。

13 ページの「シングルタイムサーバ」

14 ページの「リファレンスタイムサーバ」

16 ページの「プライマリタイムサーバ」

16 ページの「セカンダリタイムサーバ」

注 : すべての Timesyncサーバは、NTPプロバイダおよび NTPコンシューマとの間
で時刻をやり取りできます。Timesyncでは、このやり取りのために組み込みの NTP
タイムコンシューマと NTPタイムプロバイダが用意されています。Timesyncは、完
全に NTPに対応しているわけではありません。

タイムサーバの環境設定については、17 ページの「タイムサーバの環境設定チェッ
クリスト」を参照してください。

シングルタイムサーバ

シングルタイムサーバは、セカンダリサーバとワークステーションに時
刻を提供します。

シングルサーバは、NTPタイムプロバイダまたはそれ自体の内部クロッ
クから時刻を取得できます。このサーバは、Timesyncネットワークのマ
スタタイムプロバイダとして機能します。 

デフォルトでは、eDirectoryツリーに最初にインストールしたサーバが
シングルタイムサーバとして設定され、その eDirectoryツリーの他の
NetWareサーバは、セカンダリタイムサーバとして設定されます。

他のサーバは、すべてネットワーク上でシングルタイムサーバに接続し
て時刻の同期化または時刻の変更を実行できます。時刻の設定は、ネッ
トワーク管理者がシングルタイムサーバで行います。

重要 : 1つの eDirectoryツリーには、シングルタイムサーバを 1台だけ配置できます。
1つの Timesyncネットワークには、シングルタイムサーバを 1台だけ配置できます。
Timesync.NLMの動作 13



次の図は、セカンダリタイムサーバに時刻を提供するシングルタイム
サーバを示しています。セカンダリタイムサーバは、ワークステーショ
ンに時刻を提供します。

リファレンスタイムサーバ

リファレンスタイムサーバは、ワークステーションを含むプライマリ
サーバおよびセカンダリサーバに、時刻を提供します。

リファレンスタイムサーバは、NTPタイムプロバイダまたはそれ自体の
内部ハードウェアクロックから時刻を取得できます。リファレンスタイ
ムサーバがそれ自体の内部クロックを調整することはありません。その
代わりに、プライマリタイムサーバの内部クロックが調整されてリファ
レンスタイムサーバとの同期が取られます。リファレンスタイムサーバ
は、ネットワーク時刻を設定するための中枢として機能します。サーバ
の起動時に、ハードウェアクロックが、外部タイムソースから取得した
時刻に設定されます。 

1つの Timesyncネットワークに、複数のリファレンスタイムサーバを共
存させることができます。
14 Network Time Management管理ガイド



次の図は、外部クロックと同期を取るリファレンスタイムサーバを示し
ています。このリファレンスタイムサーバは、別の場所に配置されたリ
ファレンスタイムサーバだけでなく、同じグループ内のセカンダリサー
バとワークステーションにも時刻を提供しています。

Sydney Provider Group London Provider Group
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プライマリタイムサーバ

プライマリタイムサーバは、リファレンスタイムサーバまたは外部 NTP
ソースと時刻の同期を取ります。プライマリタイムサーバは、セカンダ
リタイムサーバおよびワークステーションに時刻を提供できます。プラ
イマリタイムサーバは、他のプライマリサーバと時刻を共有するように
も設計されています。プライマリサーバは、プライマリサーバ間で複数
のサーバを参照 (共通のオフセットを計算 )し、共通のネットワーク時
刻を決定するのに使用されます。この場合、プライマリタイムサーバよ
りもリファレンスタイムサーバの時刻の方が重視されます。

大規模なネットワークでは、プライマリタイムサーバを使用し、セカン
ダリタイムサーバに冗長パスを提供して耐障害性を高めます。1台のプ
ライマリタイムサーバがダウンした場合、セカンダリタイムサーバは代
替のプライマリタイムサーバから時刻を取得することができます。

セカンダリタイムサーバ

セカンダリタイムサーバは、シングルタイムサーバ、プライマリタイム
サーバ、またはリファレンスタイムサーバから時刻を取得します。ネッ
トワーク上の他のセカンダリタイムサーバおよびワークステーションに
時刻を提供します。また、内部クロックを調整して、ネットワーク時刻
と同期を取ります。ワークステーションに時刻を提供しますが、正しい
ネットワーク時刻の決定には参加しません。

ネットワーク上の 1台のサーバをシングルタイムサーバとして指定した
場合は、ネットワーク上の他のすべてのサーバをセカンダリタイムサー
バとして指定します。

ネットワーク上のいくつかのサーバをプライマリタイムサーバまたはリ
ファレンスタイムサーバとして指定した場合は、ネットワーク上の他の
すべてのサーバをセカンダリタイムサーバとして指定します。
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タイムサーバの環境設定チェックリスト

次の表は、互いに接続できるタイムプロバイダとタイムコンシューマの
一覧です。

タイムプロバイダ タイムコンシューマ 設定の可 /不可

シングルタイムサーバ シングルタイムサーバ 不可

リファレンスタイムサーバ 不可

プライマリタイムサーバ 不可

セカンダリタイムサーバ 可

NTPクライアントタイムコンシューマ 可

リファレンスタイムサーバ シングルタイムサーバ 不可

リファレンスタイムサーバ 可

プライマリタイムサーバ 可

セカンダリタイムサーバ 可

NTPクライアントタイムコンシューマ 可

プライマリタイムサーバ シングルタイムサーバ 不可

リファレンスタイムサーバ 不可

プライマリタイムサーバ 可

セカンダリタイムサーバ 可

NTPクライアントタイムコンシューマ 可

セカンダリタイムサーバ シングルタイムサーバ 不可

リファレンスタイムサーバ 不可

プライマリタイムサーバ 不可

セカンダリタイムサーバ 可

NTPクライアントタイムコンシューマ 可
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NTPサーバタイムプロバイダ シングルタイムサーバ 可

リファレンスタイムサーバ 可

プライマリタイムサーバ 可

セカンダリタイムサーバ 可

NTPクライアントタイムコンシューマ (適用できません )

タイムプロバイダ タイムコンシューマ 設定の可 /不可
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2 サーバでの Timesyncの環境設定

次のセクションでは、ネットワーク上で Timesyncの計画、セットアッ
プ、および環境設定を行う方法について説明します。

19 ページの「単数強制型シナリオでのタイムプロバイダグループの
環境設定」

21 ページの「複数参照型シナリオでのタイムプロバイダグループの
環境設定」

22 ページの「時刻同期のガイドライン」

23 ページの「SETパラメータを使用した Timesyncの環境設定」

29 ページの「一貫性のある Timesync SETパラメータの設定」

単数強制型シナリオでのタイムプロバイダグループの環境設定

単数強制型シナリオとは、インストール時にセットアップされるデフォ
ルト環境設定です。デフォルト環境設定は、すべてのタイムコンシュー
マがタイムプロバイダと同じツリー内にある場合に設定されます。

単数強制型シナリオでは、Timesyncは 1台のタイムプロバイダを使用
し、他のサーバはこのタイムプロバイダと時刻の同期を取ります。タイ
ムプロバイダはシングルタイムサーバで、他のサーバはセカンダリタイ
ムサーバです。 

デフォルト環境設定には、次のような長所があります。

単純で簡単な設定であること。

NetWareサーバ数が 30台未満であること。この制限によって、シンプ
ルタイムサーバが時刻要求で過負荷の状態にならないようにします。

時刻同期が必要なサーバがすべて同じツリー内にある場合、これは
インストール後のデフォルト環境設定です。

同期階層は2レベルだけなので、同期エラーが最小限に抑えられます。
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デフォルト環境設定には、次のような短所があります。

このサーバ設定での耐障害性は十分ではありません。タイムサーバ
の接続が長期間失われると、セカンダリタイムサーバはネットワー
ク時刻との同期を取りません。タイムソースが 1台だけなので、こ
のサーバで障害が発生するとタイムソースがなくなります。

このサーバ設定は、約 30台のみの論理的出力を持ちます。シングル
タイムサーバには、ネットワーク上のすべてのサーバが接続する必
要があります。このため、シングルタイムサーバの負荷が高くなり、
低速または使用量の多い LAN/WANリンクを持つネットワークで通
信上の問題が生じます。

ツリー内に最初にインストールしたサーバは、デフォルトでシングルタ
イムサーバとして設定されます。2台目以降のサーバは、シングルタイム
サーバで時刻を検索するセカンダリタイムサーバとして設定されます。

シングルタイムサーバは、プライマリおよびリファレンスタイムサーバ
とは共存できません。これは、シングルタイムサーバがプライマリおよ
びリファレンスタイムサーバと時刻情報を交換しないことも意味しま
す。シングルタイムサーバは、TCP/IPXTMの SLP/SAPを通じて自分の存
在をアドバタイズします。したがって、同じツリー内に後からインス
トールされた他のサーバは、シングルタイムサーバとしては設定されま
せん。シングルタイムサーバをタイムソースとするセカンダリタイム
サーバとして設定されます。

単数強制型シナリオで Timesyncをセットアップするには、次の操作を
実行します。

1 1台のサーバをシングルタイムサーバとして設定します。

2 他のすべてのサーバをセカンダリタイムサーバとして設定し、これら
のサーバのタイムソースとしてシングルタイムサーバを指定します。

Timesync SETパラメータの詳細については、23 ページの「SETパラメー
タを使用した Timesyncの環境設定」を参照してください。
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複数参照型シナリオでのタイムプロバイダグループの環境設定

複数参照型シナリオの環境設定では、ユーザがサーバの時刻同期を計画
し、カスタマイズします。この環境設定では、タイムソースとなるネッ
トワーク上のサーバを指定し、このタイムソースに従うサーバを指定し
ます。 

このサーバの環境設定は、次の状況のネットワークに適しています。

NetWareサーバの数が 30台を超えるネットワークの場合。

インストール時に、カスタマイズの必要があり、デフォルトでは環
境設定されないネットワークの場合。

時刻同期をカスタマイズするには、次の方法を使用します。

サーバの階層構造を作成します。 

最上位レベルのタイムサーバが、密接に同期を取るようにします。

各下位レベルのサーバが、1つ上位のサーバと同期を取るようにします。

時刻同期の協議環境設定

時刻同期の階層を完全に制御できます。

ネットワークトラフィックを最適化し、タイムソースをネットワー
ク中に分散させます。

ネットワークに障害が発生した場合にサーバが使用する代替のタイ
ムソースを追加して、同期階層に堅牢性を持たせます。

1つのTimesyncネットワークで複数のリファレンスタイムサーバが共
存できますが、双方のサーバが互いに同期を取る必要があります。
この同期には、外部タイムソースを使用できます。

協議環境設定は、特に大規模なネットワークでは、慎重に計画する必要
があります。また、新しいタイムソースを追加する場合は、他のいくつ
かのサーバの環境設定ファイルを更新する必要があることも考慮する必
要があります。 

協議時刻同期のチェックリスト カスタム環境設定の場合は、このチェッ
クリストに従います。

同じネットワークに複数の eDirectoryTMツリーがある場合、これらの
ツリーの時刻の同期を個別に取るか、または一緒に取るか。

どのサーバをタイムソース(プライマリタイムサーバおよびリファレ
ンスタイムサーバ )にし、どのサーバをセカンダリタイムサーバす
るか。
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時刻同期で、SAP/SLP、設定済みソースリスト、またはこの 2つの組
み合わせのどれを使用するか。

カスタム環境設定では、環境設定ファイルで次のパラメータを使用
して SAP/SLPを使用しないようにします。

service advertising = off
configured sources = on
サーバが設定済みソースリストを使用する場合、どのサーバがどの
タイムソースに接続するか。

複数のリファレンスタイムサーバが必要であるか。必要な場合、こ
れらのサーバの同期化にどの外部タイムソースを使用するか。

時刻同期のガイドライン

次のガイドラインは、サーバの階層構造を計画するときに役立ちます。

可能な場合は、セカンダリタイムサーバを指定して、タイムソース
と同期を取ります。この場合のタイムソースは、プライマリタイム
ソース、シングルタイムソース、またはリファレンスタイムソース
です。

ネットワークトラフィックを軽減させるために、タイムソースの数
を最小限に抑えます。2台のサーバ間のパケット交換の数は、各
ポーリング間隔中は 2倍です。

タイムソースを使用して、ネットワーク全体にローカルアクセスを
提供します。大規模なネットワークで複数のタイムソースを使用す
ると、ルータ間の全体的なトラフィックを軽減できます。

WAN経由でプライマリタイムサーバを使用しないようにします。こ
れによって、協議のために発生する時刻同期のトラフィックが
WAN間で最小限になります。

複数のネットワークを環境設定する場合、プライマリタイムサーバ
をWANインフラストラクチャ全体に戦略的に分散させます。分散
させて、各場所でセカンダリタイムサーバとクライアントワークス
テーションにタイムソースを提供することで、WANトラフィック
が軽減されます。

WANインフラストラクチャで、タイムプロバイダグループ内に 7台
を超えるプライマリタイムサーバが必要な場合は、必要に応じて新
しいタイムプロバイダグループを実装します。各リファレンスタイ
ムサーバが同じタイムソースと同期を取るようにします。

ネットワーク内の他のすべてのサーバは、セカンダリタイムサーバ
として指定する必要があります。
22 Network Time Management管理ガイド



SETパラメータを使用した Timesyncの環境設定
Timesyncは次の SETパラメータを使用します。詳細については、「ユー
ティリティリファレンス」の「SET」を参照してください。

パラメータ 説明

timesync configuration file 
= path¥filename

環境設定ファイルのパスを選択します。この
ファイルは、Timesyncパラメータを変更す

ると、Monitor NLMTM、コマンドラインから

の SETパラメータ、または Portalを使用し

て自動的に更新されます。Restart Flagパラ

メータをオンに設定すると、Timesyncはこ

のファイルを読み込みます。

デフォルト :
SYS:¥SYSTEM¥TIMESYNC.CFG

start of daylight savings 
time = date_and_time

夏時間に切り替わるローカルの日付と時刻で
す。日時の形式には、単純な日時、または
カッコ「( 」で示されたルールがあります。

次に例を示します。April 4 1993 2:0:0 am、

(April 4 2:0:0 am)、(April Sunday <= 1 2:0:0 

am)、または (April Sunday First 2:0:0 am)

翌年のスケジュールを変更できるのはルール
だけです。開始日と終了日のいずれかがスケ
ジュールされるには、あらかじめ両方を設定
する必要があります。

end of daylight savings time 
= date_and_time

夏時間が終了するローカルの日付と時刻で
す。日時の形式には、単純な日時、または左
カッコ「( 」で示されたルールがあります。

次に例を示します。October 31 1993 2:0:0 am、

(October 31 2:0:0 am)、(October Sunday <= 31 

2:0:0 am)、または (October Sunday last 2:0:0 
am)

翌年のスケジュールを変更できるのはルール
だけです。開始日と終了日のいずれかがスケ
ジュールされるには、あらかじめ両方を設定
する必要があります。 
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daylight savings time 
offset = [+|-] 
hour:minute:second

夏時間が有効な場合に、時刻の計算に適用さ
れるオフセットです。

デフォルト設定は、+1:00:00(1時間 )です。

このコマンドを実行すると、ローカルタイム
から UTC時間が再計算されます。

デフォルト : +1:00:00

daylight savings time 
status = on|off

夏時間が有効 (オン )で、夏時間のオフセッ

トが時刻計算に使用される必要があるかどう
かを示します。

ステータスを変更しても、ローカルタイムは
変更されません。

デフォルト :オフ

timesync configured sources 
= on|off

オンに設定されている場合、このサーバはア
ドバタイズしているタイムソースを聞き入れ
ません。その代わり、Time Sourcesパラメー

タで明示的に環境設定されているソースにの
み接続します。

デフォルト :オフ

timesync Directory tree 
mode = on|off

オンに設定されている場合、Timesyncはこ

のサーバと同じツリーから送信された SAP/

SLPパケットを受け付けます。

デフォルトでは、インストール時に、このツ
リー (新しいツリー )に最初にインストール

したサーバがシングルタイムサーバになりま
す。それ以降にこのツリーにインストールし
た他のサーバは、すべてセカンダリタイム
サーバになります。これらのセカンダリタイ
ムサーバは、シングルタイムサーバをタイム
ソースとします。

オフに設定されている場合、Timesyncは任

意のツリーの SAP/SLPパケットを受け付け

ます。

デフォルト :オン

パラメータ 説明
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timesync polling count = 
number

タイムプロバイダのポーリング中に交換され
る時刻パケットの数を指定します。

デフォルト : 3

timesync polling interval = 
number

ポーリングの間隔を指定します。

デフォルト : 600

timesync reset = on|off オンに設定されている場合、Timesyncは選

択された内部値をリセットし、設定済みソー
スリストを消去します。

フラグは自動的にオフに設定されます。

デフォルト :オフ

timesync restart flag オンに設定されている場合、Timesyncが再

起動します。フラグは自動的にオフにリセッ
トされます。

デフォルト :オフ

timesync service 
advertising = on|off

オンに設定されている場合、このタイムソー
スは、SAP/SLPを使用してソース自体をアド

バタイズします。セカンダリタイムサーバは
アドバタイズしません。

デフォルト :オン

timesync synchronization 
radius = value_in_seconds

許容範囲の最大値を指定します。

Timesyncは、オフセットがこの値未満であ

る間は同期を保ちます。

デフォルト : 2000

パラメータ 説明
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timesync time adjustment = 
[+|-]hour:minute:second
[at month/day/year 
hour:minute:second [AM or PM]]

時刻調整をスケジュールします。シングル、
リファレンス、またはプライマリサーバから
のみ実行できます。

形式は [+|-]hh:mm:ss [AT [date and time]]

です。デフォルトの日時は、現在の時刻から
6回のポーリング後、または 1時間 (どちら

か長いほう )です。

日付の代わりに「CANCEL」という語を使用

すると、前にスケジュールした調整がキャン
セルされます。

シングルタイムサーバとリファレンスタイム
サーバは、プライマリタイムサーバからの調
整を受け付けません。

デフォルト :スケジュールされていません。

timesync time source:
IP_address

このサーバは、タイムプロバイダとしてこの
リスト内のサーバに接続します。

このリストのタイムサーバ (IPアドレス、

DNS名 )は、それぞれセミコロン ( ; )で区切

ります。

次に例を示します。セミコロン ( ; )はリスト

MyServerをクリアして、MyServerを

NetWareタイムソースに指定します。

MyServer:123;は、MyServerが NTPタイム

ソースであることを指定します。

デフォルト :リストは指定されていません。

timesync type = 
primary|single|reference|
secondary

Timesyncサーバのタイプ (シングル、リファ

レンス、プライマリ、またはセカンダリ )を

指定します。

シングル

パラメータ 説明
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standard time offset time 
zone = IST [Time offset from 
IST]

UTC(協定世界時 )からのオフセットを時間

単位で入力します。

時間帯の略語を示す時間帯文字列、UTCか

らのオフセット、および夏時間が有効な場合
に使用される代替の時間帯名の略語です。

デフォルト設定は <>です。このコマンドを
実行すると、ローカルタイムから UTC時間

が再計算されます。

インストール時に選択されます。

default time server type = 
primary|single|secondary|re
ference

時刻同期サーバのデフォルトのタイプを指定
します。

セカンダリ、プライマリ、リファレンス、ま
たはシングルから選択します。

このパラメータより、別個の時刻同期パラ
メータを優先できます。

セカンダリ

debug flag = 
0|1|2|3|4|5|6|7

このパラメータは、Timesyncがデバッグ画

面を開いてデバッグ情報を表示するかどうか
を指定します。

デバッグ画面を有効にするには、次ようにを
指定します。

set timesync debug=7

デバッグ画面を無効にするには、次のように
を指定します。

set timesync debug=0

デバッグフラグの高度な使い方の詳細につい
ては、28 ページの「デバッグフラグの高度

な使い方」を参照してください。 

パラメータ 説明
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デバッグフラグの高度な使い方

このパラメータには、3種類のデバッグメッセージがあります。デバッ
グメッセージは、それぞれの種類に対応するビットを設定すると有効に
なります。

1. TIMESYNC:Polled server Corp_com 
OFFSET.H=FFFFFFFF OFFSET.L = F1F06723.
 このメッセージから、次の詳細がわかります。

サーバの名前。 

OFFSET.Hおよび OFFSET.Lの値は、このサーバの時刻とター
ゲットサーバの時刻差を計算した結果です。この値は 64ビット
の符号付きの数を形成し、16進数の整数部分と分数部分に分け
て表示されます。 

たとえば、FFFFFFFF.F1F06723は、このサーバが Corp_ Com
よりも何分の 1秒か進んでいることを示します。また、オフ
セット値が 0以外で、重みが 0である可能性もあります。これ
は、同期データが範囲外であることを示します。

2. Uniform adjustment requested=-400 milliseconds.
This server is configured as a Secondary.
このメッセージから、次の詳細がわかります。

クロックに適用される実際の調整値 (ミリ秒単位 )。

タイムサーバのタイプ。 

たとえば、調整値が +0.00000000の場合、サーバは正確に同期
を取っています。つまり、アルゴリズムで誤差が検出されてい
ないことを示します。この値は、–200ミリ秒のように、極めて
小さい負の値で安定します。 

immediate synchronization = 
on|off

同期処理が直ちにアクティブになり、ポーリ
ングループが起動されます。

デバッグフラグを設定して画面出力を有効に
した後は、通常どおり処理が起動されるのを
待機するよりも、このトリガを使用すると便
利です。このパラメータは自動的にオフにリ
セットされます。

オン

パラメータ 説明
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3. Adjustment smaller than correction floor was 
ignored.
このメッセージは、クロック調整値が極めて小さいために無視され
ることを示します。どこで切り捨てるかを決定するパラメータは、
デフォルトでは、1ミリ秒に設定されます。 

このパラメータを、set timesync correction=xというコマン
ド (マニュアルには記載されてません )を使用して変更します。x
はミリ秒単位の値です。この値は、同期範囲よりも常に小さい必要
があります。そうでないと、同期を取ることができません。

時刻を戻す

時刻を戻すことは、次の理由からお勧めできません。 

eDirectory全体のオブジェクトの同期はタイムスタンプを使用して行
われるので、eDirectoryに大きな影響を与えます。

eDirectoryはこれを Synthetic Timeと見なします。

eDirectory全体でタイムスタンプの一貫性を確保するために、
DSREPAIR.NLMは新しいエポックを宣言するインタフェースを提供
します。この結果、すべての eDirectoryオブジェクトに再度タイム
スタンプを割り当てるためにトラフィックが増大します。

Netwareサーバを起動する前に行う標準的な業務は、そのサーバの時刻
とネットワーク時刻の差が 10分未満であることを確認することです。
これによって、多くの時刻同期の問題が回避されます。

一貫性のある Timesync SETパラメータの設定
大規模なネットワークで時刻同期の競合が発生しないように、ネット
ワーク上での SET Timesyncパラメータの設定を一貫させます。

次のパラメータは、サーバ間で互いに依存しています。

set timesync service advertising = on|off
このパラメータが有効であるには、すべてのサーバで同じ値 (オン
またはオフ )が設定されている必要があります。

このパラメータは、タイムコンシューマ (セカンダリタイムサーバ )
では無効です。
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set timesync configured sources = on|off
オンに設定されている場合、このサーバは SAP/SLP Timesyncサービ
スを聞き入れません。このサーバのタイムソースは、Timesyncの環
境設定ファイルから取得されます。

set timesync Directory tree mode = on|off
オンに設定されている場合、タイムプロバイダは SAP/SLP Timesync
サービスを聞き入れ、同じ eDirectroyツリー内からのパケットのみ
を受け付けます。つまり、セカンダリタイムサーバは、タイムソー
スとして、自分の所属する eDirectoryツリーのシングルタイムサー
バしか使用できません (同じ eDirectoryツリー内のみの自動検出 )。

オフに設定されている場合、タイムプロバイダは SAP/SLPタイム
サービスを聞き入れ、任意の eDirectoryツリーからパケットを受け
付けます。つまり、セカンダリタイムサーバは、タイムソースとし
て、自分の所属するツリー以外のシングルタイムサーバを使用でき
ます (eDirectoryツリー間の自動検出 )。

［Service Advertising］をオフに、［Configured Sources］をオンに設定
した場合、ディレクトリツリーモードは無効です。

set timesync time sources
このパラメータは、タイムプロバイダをサーバ名または IPアドレス
で指定します。NTPタイムソースを使用するには、サーバ名または
IPアドレスの前に :123を付けます。123は標準の NTPポートを示
します。Timesyncがこのパラメータを使用するには、timesync 
configured sources SETパラメータにオンを設定します。設定
されたソース Timesync SETパラメータをオンに設定した場合、設定
されたソースで指定したタイムサーバが、任意の SAP/SLPで検出さ
れたサーバよりも優先されます。

set default time server type
SET Timesync Typeパラメータは、常にこのパラメータよりも優先さ
れます。
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Timesyncの問題のトラブルシューティング

時間帯の問題

問題 : ユーザが正しくない時間帯にログアウトされたり、表示される時間制限
が正しくなかったり、LASTLOGINに正しくない時刻が表示されたりし
ます。

推測される原因 : 時間帯が正しく設定されていません。

対処 : 次のいずれかのコマンドを使用して、時間帯を設定してください。

set tz=timezone in AUTOEXEC.BAT
DOS SET TZ=timezone in login script

Synthetic Timeの問題
問題 : NetWare®サーバが次のエラーを報告しました。 

「Synthetic time is being issued on partition.」
推測される原因 : NetWare 4以降のバージョンでは、サーバで遅れている時刻が設定され

ている場合に、エラー DS- 4.63-12が発生したサーバで Synthetic Time
が発行されます。Synthetic Timeは、サーバの時刻が前回変更されたタイ
ムスタンプより遅れている間は、2分おきに反復されます。

対処 : DSREPAIRを実行します。

［詳細オプション］>［レプリカ操作とパーティション操作］の順にク
リックし、更新するパーティションを選択します。
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